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こそ ①前のことばを特にく言う合に使う →今度こそがんば

ろう。 「きのうはどうもありがとう」「こちらこそ」 ②「

からこそ」「～てこそ」の形でその理由をく言う合に使う 

→生徒がかわいいからこそ、しかるんです。 さえ ①特な例

を出して、「だから他のものはもちろん」という意味を表

す（＝すら） →その学生は字はもちろん、平名さえけない

んですよ。 ※「～でさえ」「～ですら」の形で使うことも

多い。 →日本人でさえ敬の使い方をよくえます。 ②「～さ

え～ば」の形で「それだけでじゅうぶん」という意味を表

す →さえすればでもできるようになる。 ③その上に、とい

う意味を表す（＝すら） →友だけでなく、弟にさえばかに

された。 （２）列（物事をべて言う） とか ①「ＡとかＢと

か」の形で、いくつかの物事を例としてべる →休日には、

映画をるとか音をくとかたいていのんびりしています。 ※

名をべる合は「ＡやＢ」に言いかえられる。 ②反の意味を

表すことばをべて「どちらかはっきり分からない」という

意味を表す、あとに「言う」などのことばがくる →人々は

、近いうちに大地震があるとかないとか言っていでいます

。 やら ①「ＡやらＢやら」の形で「これらの例の他にもあ

る」という意味を表す →赤いのやら青いのやらたくさんあ

ります。 ※名のときは「ＡやＢ」に、のときは「ＡたりＢ

たり」で言いかえられる。 ②「～のやら～のやら」の形で



、「とか」の②と同じような意味を表す、あとに「わから

ない」などのことばがくる →うれしいのやら悲しいのやら

わからない。 だの ●「とか」のくだけた言い方で、非する

意味が入っていることが多い →彼は部屋代が高いだの食事

がまずいだのといつも文句を言っている。 なり ●「Ａなり

Ｂなり」の形で、他にもあるという持ちで例をげ、その中

から１つをぶ合に使う →バスにるなりに\るなりして、１人

で行きなさい。 （３）程度や限定を表す ばかり ①「だいた

い」という意味 →１０日ばかり旅行してきます。 ②「それ

だけで」という意味 →テレビばかりている。 ③「～たばか

り」の形で、が少ししかたっていないことを表す →起きた

ばかりでまだも洗っていません。 ④「ばかりに」という形

で、「すぐにもそうなりそうだ」という意味 →私が大声を

出したばかりに赤ちゃんは起きてしまった。 ⑤「～んばか

り」という形で、「すぐにもそうなりそうだ」という意味 

→彼は今にも泣き出さんばかりので「金をしてくれ」とみ

に来た。 ⑥「あとは～するだけ」という意味 →パティのが

わって、あとは料理をべるばかりです。 ⑦「とばかりに」

の形で、ことばで言わないがしぐさで表すときに使う →食

事の、豆を出したら、彼はいやだとばかりに横を向いてし

まった。 だけ ①「その他にはない」という意味 →５分だけ

休みましょう。 ②「その全部」という意味 →彼は、お金を

持っているだけ使ってしまう。 ③「～ば～だけ」に形で「

～に比例して～だ」という意味（＝～ば～ほど） →何でも

すればするだけ上手になる。 ④「だけに」「だけのことは

ある」の形で「～にふさわしい」という意味 →彼はスポツ



手だけに体格がいい。 しただけあって上手になる。 ⑤「だ

けに」の形で、「～だから、いっそう」という意味 →夜１

人ですのは、女の子だけに心配です。 100Test 下载频道开通

，各类考试题目直接下载。详细请访问 www.100test.com 


